
  加賀市消防出初式　
 　 寒空の中、水の勢いそのままに地域防災への意気込
　  みを披露。
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2月の催し※ 各施設入館料　高校生以下・障がいのある人などは無料です。

◆「山中節四季の舞」定期上演
　芸妓による山中節の唄と
踊りをお楽しみください。
　毎週土・日曜日および
　祝日
　15時30分～16時30分　
　料金：大人700円
　　　　小学生以下350円
　　　　入浴券付き1,000円

　
●住所：山中温泉薬師町ム1　☎78-5523　●開館：8時30分～22時
●休館日：年中無休　●入館料：無料

◆山代ゆかりの文人たち
　今現在も残る山代を訪れた多くの芸
術家たちを紹介します。旦那衆たちの
懐の深さを感じてください。
　3月25日㈫まで

●住所：山代温泉18-5　☎77-7111　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：水曜日（祝日は開館）　●入館料：一般500円　75歳以上250円

　九谷焼窯跡展示館
◆平成25年度冬期企画展　大胆さと細かさの対比　青

あお
手
で

と赤
あか

絵
え

　九谷焼の代表的な様式である青手と赤絵は、それぞれ吉
よし

田
だ

屋
や

窯
がま

・宮
みや

本
もと

屋
や

窯
がま

の時代に確立されました。九谷色絵の五彩のうち、
赤を全く使用しない青手と、逆に赤を中心とした赤絵。構図も
青手は大胆重厚、赤絵は細
密豪華と対照的な絵付けで
描かれました。二つの様式
が生み出す色彩のコントラ
ストとハーモニーをぜひ、
ご覧ください。
　4月7日㈪まで

◆ミュージアムショップ・ミニテーマ展　「香器」 1日㈯～
★九谷焼窯跡展示館では蹴りロクロ成形や上絵付けが体験でき
　ます。詳細はお問い合わせください。
●住所：山代温泉19-101番地9　☎77-0020　●開館：9時～17時（入館は16時30分
まで）　●休館日：火曜日（祝日は開館）　●入館料：一般310円　75歳以上150円

　鴨池観察館

2月の各施設の休館日
九谷焼美術館 3日、10日、17日、24日
加賀市美術館 4日、18日、25日
中谷宇吉郎雪の科学館 5日、12日、13日、19日、26日
魯山人寓居跡いろは草庵 5日、12日、19日、26日
九谷焼窯跡展示館 4日、18日、25日
深田久弥山の文化館 4日、18日、25日
芭蕉の館 5日、12日、19日、26日

　魯山人寓居跡　いろは草庵
■2月の鴨池
　まだまだ多くの水鳥が見られます。カモたちは、冬の間につ
がいを作ります。秋渡ってきたときは、ばらばらだったカモた
ちもカップルになり、交尾なども見られます。鳥たちのしぐさ
をよく観察してみましょう。午前中の早い時間帯だと、まだ水
田にえさを取りに出る前のコハクチョウの群れが見られるかも
しれません。

♦観察会
「ガンのねぐら入りをみよう！」
　特別に観察館を閉館後も
オープン。夕暮れの鴨池に
マガンの群れが戻ってくる
様子や夜行性のカモがえさ
場の田んぼに向かって飛び
出す姿を観察します。
　16日㈰、22日㈯、23日㈰　
　17時30分～自由解散

●住所：片野町子2-1　☎72-2200　●開館：9時～17時（入館は16時30分ま
で）　●休館日：年中無休　●入館料：一般310円　75歳以上150円

　山中座

　芭蕉の館
築後100余年の木造宿屋建築と美しい庭園の館です。

◆常設展　
　芭蕉ゆかりの真蹟や古俳
書・資料、人間国宝「川

かわ
北
ぎた

良
りょう

造
ぞう

」の作品、山中漆器伝
統工芸木地蒔絵の名品を多
数展示しています。　

●住所：山中温泉本町二丁目ニ86-1　☎78-1720　
●開館：9時～17時　●休館日：水曜日　●入館料：100円

　深田久弥　山の文化館
♦聴山房展　『悠々の会』ちりめん細工「四季の輪つり」
※入場無料　　5日㈬～17日㈪

♦聞こう会「ヒマラヤ・山と本の関わり方」　※聴講無料
　桶川さ　

　んは、長年登山家と
して日本の山々はもとより
海外の山々にも登り、さら
に「日本山岳文化学会会員」
として山の文化の研究をさ
れてきました。今回はヒマ
ラヤと山の文化についての
お話です。
　23日㈰　13時30分～15時
　講　師：桶

おけ
川
がわ

 和
わ

気
き

夫
お

さ　
　ん

　　　　（日本ヒマラヤ協会、日本山岳文化学会会員）
●住所：大聖寺番場町18-2　☎72-3313　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：火曜日（祝日は開館）　●入館料：一般300円　75歳以上150円

※  北前船の里資料館、鴨池観察館、山中座は年中無休です。

▲雪の庭園も見所です

▲カトマンズ（ネパール）
　スワヤンブナート寺院

▲吉田屋窯　青
あお

手
て

楼
ろう

閣
かく

山
さん

水
すい

図
ず

水
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注
ちゅう
（左）

　宮本屋窯　赤
あか

絵
え

鶴
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ず
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▲あでやかな舞をご堪能ください

マガモのつがい
（左がオス、右がメス）▶

▲月にマガン
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写
うつし

香
こう
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ろ

▶



♦「古三田焼と九谷焼」展～色絵陶磁の交流～
　青磁で名高い兵庫県の三田焼の上絵陶磁と、類似の絵付けを
施した九谷焼作品を置き合わせて、三田と九谷の色絵陶磁の交
流を紹介します。　9日㈰まで

♦新春特陳「午歳を寿
ことほ

ぐ」
　新年の干支である「午

うま
」をテーマとした、色絵の間の特別陳

列です。　9日㈰まで

♦「滝
たき

口
ぐち

加
か

全
ぜん

　
　　わざの美」展
　九谷焼を指導した京焼
の名工、永

えい
楽
らく

和
わ

全
ぜん

門下で
名を馳せた、初代加全。
陶彫に長け、色絵磁器か
ら茶陶まで、幅広い技の
冴えを見せた二代加全。
近現代九谷の中でも数多
くの名陶を生み出した、
親子二代の顕彰展です。　
　19日㈬～5月11日㈰

♦魅惑の九谷優品展（後期展）　3月30日㈰まで

●住所：大聖寺地方町1-10-13　☎72-7466　●開館：9時～17時（入館は16
時30分まで）　●休館日：月曜日（祝日は開館）　●入館料：一般500円　
75歳以上250円 　◆館内無料ガイドツアー：当館では、学芸員・解説ガイド
による館内のご案内をしています。どうぞご利用ください。
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施設ガイド ※ このコーナーでは、市内の文化・教養施設のイベント情報などを紹介します。

　九谷焼美術館 　加賀市美術館

　中谷宇吉郎 雪の科学館
♦第7回雪のデザイン賞入選作品展
　雪や氷をモチーフにした作品
展。「第7回雪のデザイン賞」に
応募された212点の中で入選した
作品44点を展示しています。
　11日㈷まで

♦ティールーム「冬の華」
　雪の科学館にはティールーム
「冬の華」が併設されています。
霊峰白山と柴山潟に面した美し
い眺望を楽しみながら一息つけ
る、来館者に限らず市民をはじ
め片山津に観光に来た皆さんの
憩いの場となっています。
♦2月13日㈭は展示替えのため臨時休館します。
♦雪の科学館ホームページのスタッフブログも随時更新してい
　ます。ぜひご覧ください。

●住所：潮津町イ106　☎75-3323　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：水曜日（祝日は開館）　●入館料：一般500円　75歳以上250円

　北前船の里資料館
♦季節の展示「新春の祝い」
　酒谷家の明治期の婚礼衣装や
豪華な刺繍が施された打掛や帯、
お祝いの盃など一年で一番華や
かな展示となります。
　11日㈷まで

♦季節の展示「桃の節句」
　酒谷家にゆかりのある昭和初期のひな人
形をはじめ、北前船主邸で所蔵していたか
わいらしい御所人形や着物などを展示しま
す。　22日㈯～ 4月 6日㈰

　
♦館内では他にも船絵馬や船
箪笥、船の中で使われた道具
など北前船に関するさまざま
な資料を展示しています。

●住所：橋立町イ乙1-1　☎75-1250　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：年中無休　●入館料：一般310円　75歳以上150円　◆館内無料ガイ
ド：解説ガイドによる館内のご案内をしています。（事前予約申込必要）

◆常設展　いまよみがえる 加賀江沼の美術
　山

やま
田
だ

宗
そう

美
び

の鉄打出工芸、森
もり

本
もと

仁
に

平
へい

の風景画をはじめ、加賀藩御
お

抱
かかえ

絵師
の佐

さ
々
さ

木
き

泉
せん

景
けい

や大聖寺藩士が描いた
山水画など、加賀江沼ゆかりの美術
工芸作品を展示しています。

◆加賀市ふれあい展　1日㈯～3日㈪

◆第9回　市民アマチュア美術展
　市内アマチュア美術作家による絵画・彫刻・工芸・書・写真
作品を展示。選考委員の審査により、「加賀市長賞」他各賞を
決定し表彰します。また観覧者の投票により各部門から1点
「お気に入り賞」を決定、表彰し、投票者の中からも抽選で5
人に景品をプレゼントします。　15日㈯～3月9日㈰

◆今月の水彩画教室　 3日㈪　講師：長
は

谷
せ

川
がわ

 清
きよし

さ
ん

●住所：作見町リ1-4　☎72-8787　●開館：10時～18時（入館は17時30分ま
で）　●休館日：火曜日（祝日は開館）、展示替期間　●入館料：展示内容
によって変わります
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ポスター「SNOW COLOR CHART*」▶
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▲初代滝口加全　
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瓶
びん

　
　〔個人蔵〕
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　美人画▶

▲二代滝口加全　
　草

そう
花
か

文
もん

扁
へん

壺
こ

〔個人蔵〕

◀昨年の会場風景　 
　（絵画講評会）

船箪笥▶

▲天気が良い日は白山が見渡せます

展示風景▶
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▲消防団員による重油回収（塩屋海岸）

▲ボランティアによる重油回収の様子（塩屋海岸）

▲機械による漂着油の集積作業（塩屋海岸～上木海岸）

▲▼塩屋海岸

▲片野海岸

▲塩屋海岸

2
月
号

第101号

※「広報かが」は、再生紙を利用しています。
　雑誌古紙として処理されれば再生可能です。

*kouhou@city.kaga.lg.jp　:http://www.city.kaga.ishikawa.jp/

平成 9年  加賀海岸の風景
冬
の
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っ
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シ
ア
タ

ン
カ
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「
ナ
ホ
ト
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の
重
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流

失
事
故
に
よ
り
、
加
賀
海
岸
に
重
油

が
漂
着
し
ま
し
た
。
漂
着
か
ら
4
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末
ま
で
の
間
、
地
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民
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漁
協
関

係
者
、
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防
団
員
、
ボ
ラ
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ィ
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懸
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収
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っ
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。

今
で
は
、
重
油
の
悲
愴
な
面
影

も
な
く
、
遠
い
記
憶
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。
自
然
の
回
復
力
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
海
へ
の
思

い
の
深
さ
に
よ
っ
て
、
加
賀
海
岸
の

景
観
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

人　口 … 71,284人〔－99〕
　男…33,571人〔－42〕　女…37,713人〔－57〕
     12月中の	 出生：   34 人	 転入： 100 人
  　人口異動	 死亡： 102 人	転出： 131 人

世帯数 … 28,976世帯〔－34〕

▪1月1日現在：住民基本台帳から　〔先月比〕

今月が納期です 2月28日㈮まで

固定資産税・都市計画税（４期分）、国民健康保険税（9期分）
後期高齢者医療保険料（１１期分）、介護保険料（9期分）
上下水道使用料・保育料・市営住宅使用料（各月分）
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あとがき
▶全ての人に平等といわれる「時間」
ですが、気分や感覚によって短くも
長くもなる奔放な性格と、急き立て
る気短さや、過去は振り返らない
きっぷの良さから、これまで軽くあ
しらわれることも度々。また、見えに
くく逃げ足も早いことから、捕まえ
るにも一苦労です。そんな時に頼り
になる奴が手帳です。今では、目的や
色など種類も多く、選ぶにも時間を
要してしまいます。(笑）皆さんはど
んな手帳をお求めでしょうか？

▶以前、他市に住んでいる叔母が「今、
民生委員をやっていて、私は子ども
の活動のほうなの」と言っていて、そ
のときは他に何か区別があるのか
な？と思いながらそれきりになって
いましたが、今になってみると主任
児童委員のことを言っていたのだな、
と当時のことを思い出しました。編
集作業に携わりながら、私自身も勉
強になり、改めて広報というのはい
ろんな勉強をさせてもらえる仕事だ
なあと思った今月でした。


